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し、審査展に出展する作品へとつながる。「 Under the Surface 」の展示に向けた作業中、直近の作品
における主要な特徴の一つである六角形にたどり着いた様子（時間や形、モチーフをつなげること）を
提示する。 
















































































































































   サム・ストッカーの論文と作品は、すべての構成要素が複次元的であり、複雑な相関性を持ったポイ
エーシスな実験の場となっている。現代美術の実践としてユニークな方法を提示していることを審査員
一同が高く評価して博士学位合格とするものである。 
 
